
国
民
年
金

こ
の
よ
う
に
変
り
ま
し
た

1
　
受
給
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
4
月
分
か
ら
、
受
給

年
金
額
が
次
の
と
お
り
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

老 齢 基 礎 年 金
旧　　　　　　新

5 2, 2 6 7 →5 5, 5  0 0

老 齢 福 祉 年 金 2 7, 5 0 0 →2 8, 4  0 0

障害基礎年金（1 級） 6 5, 3 3 3 →6 9, 3  7 5

〃　　　　　（2級） 5 2, 2 6 7 →5 5, 5  0 0

遺族基礎年金(子1 人) 6 7, 9 4 2 →7 1, 5  0 0
( 月額　単位：円)

新
年
金
は
、
平
成
元
年
4
月
分

か
ら
の
差
額
を
含
め
て
、
2
月
1
5

日
ま
で
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

2
　
年
金
の
支
払
い
が
年
6
回
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
の
基
礎
年

金
や
厚
生
年
金
の
支
払
い
は
年
4

回
で
し
た
が
、
平
成
2
年
2
月
か

ら
年
6
回
に
な
り
ま
し
た
。

支
払
い
は
、
2
月
、
4
月
、
6

月
、
8
月
、
1
0月
、
1
2月
の
各
偶

数
月
で
す
。

3
　
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
年
金
額
は
、
物
価
指
数

が
5
％
以
上
変
動
し
た
場
合
に
改

定
さ
れ
、
そ
れ
以
内
の
場
合
に
は

法
律
の
改
正
が
必
要
で
し
た
。

し
か
し
、
平
成
2
年
度
か
ら
物

価
上
昇
に
あ
わ
せ
て
、
年
金
額
が

自
動
的
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

4
　
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

年
金
額
の
改
善
や
、
年
金
受
給

者
の
増
加
に
伴
い
、
保
険
料
を
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
平
成
2
年
4
月
か

ら
8
、
4
0
0
円
と
な
り
、
以
降

毎
年
4
0
0
円
ず
つ
引
き
土
げ
ら

れ
ま
す
。

5
　
2
0歳
以
上
の
学
生
も
強
制
加

入
と
な
り
ま
す
。

現
在
は
任
意
加
入
と
な
っ
て
い

る
2
0歳
以
上
の
学
生
は
、
平
成
3

年
4
月
か
ら
強
制
加
入
と
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
や
交
通
事
故
な
ど
で
障

害
者
に
な
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

内 部 障 害 者 の 旅 客 鉄 道 ㈱ 等 の
旅 客 運 賃 割 引 制 度 実 施

2
月
1
日
か
ら
、
内

部
障
害
者
に
対
す
る
旅

客
鉄
道
㈱
、
及
び
航
空

会
社
等
の
旅
客
運
賃
割

引
制
度
が
実
施
さ
れ
ま

す
。こ

の
割
引
制
度
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
旅
客
運

賃
減
額
欄
等
の
書
き
換

え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

制
度
の
細
部
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の

書
換

福
祉
事
務
所
保
護
係

内
線
1
1
1

・
運
賃
割
引
の
内
容

Ｊ
Ｒ
　
西
日
本
旅
客

鉄
道
㈱

運
輸
部
制
度

課

0
6
－
3
7
3
1

1
3
5
7

航
空
◇
全
日
本
空
輸
㈱
　
営
業

本
部
国
内
旅
客
事
業
部

a
0
3
1
5
9
2
1
3
3
8
9

◇
日
本
航
空
㈱

国
内
旅
客
事
業
総
本
部

0
3－
2
8
4
－
2
9
8
4

・
運
賃
割
引
制
度
一
般

中
国
運
輸
局
　
鉄
道
管

理
課

0
8
2－
2
2
8
－
8
7
0
1

観
光
施
設
整
備
資
金
を
貸
し
付
け
て
お
ま
す

観
光
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
等
に
対
し
、
観
光
施
設
の
整
備
を

図
る
た
め
に
必
要
と
す
る
長
期
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

貸
付
の
対
象
者

観
光
事
業
を
経
営
す
る
中
小
企

業
者
又
は
事
業
協
同
組
合
等

貸
付
対
象
施
設

宿
泊
施
設
、
交
通
施
設
、
温
泉

利
用
施
設
、
そ
の
他
観
光
施
設

貸
付
限
度
額

1
億
円
又
は
総
事
業
費
の
8
0％

の
い
ず
れ
か
低
い
額

貸
付
期
間
（
据
置
期
間
1
年
）

・
建
物
の
新
・
改
・
増
築

1
3年
以
内

・
そ
の
他
の
施
設
　
　
1
0年
以
内

貸
付
利
率
　
年
5
.
7
％

問
合
せ
先

〒
7
5
3
山
口
市
滝
町
1
の
1
　
山
口

県
庁
商
業
観
光
課

0
8
3
9
1

⑩
1
3
1
1
1

内
線
2
8
4
3

又
は商

工
観
光
課
観
光
係

一
内
線
4
2
1

第
1
種
電
気
工
事
士
等

資
格
講
習
の
お
知
ら
せ

「
電
気
工
畢
士
法
」
が
改
正
さ
れ
、

最
大
電
力
5
0
0㎞未
満
の
自
家
用
電

気
工
作
物
の
電
気
工
事
を
行
う
場

合
、
新
し
い
資
格
が
必
要
で
す
。

電
気
工
事
に
関
し
所
定
の
実
務

経
験
の
あ
る
人
は
、
講
習
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｏ
第
1
種
電
気
工
事
士

ｏ
特
殊
電
気
工
事
資
格
者

講
習
申
し
込
み
締
切
り
は
5
月

3
1日
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
県
商
工
労
働
部
工
業
振
興

課
工
務
係

0
8
3
9
1

＠
1
3
1
1
1

内
線
2
8
3
6

・
2
8
3
7

第
2
8回
山
口
県
身
体
障
害
者

体
育
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

毎
年
、「
山
口
県
身
体
障
害
者

体
育
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
身
体
障
害
者
自
身
の
意
欲
の

高
揚
と
、
こ
の
大
会
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
一

般
か
ら
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限
　
3
月
3
日
出

応
募
資
格
　
県
内
に
住
ん
で
い
る
人

応
募
方
法

福
祉
事
務
所
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
、
又
は
官
製
ハ
ガ
キ
に

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
住
所
・
氏
名
等

明
記

応
募
・
問
合
せ
先

山
口
県
民
生
部
障
害
福
祉
課

a
0
8
3
9

－
⑩－
3
1
1
1

内
線
2
5
4
1

乳
幼
児
を
も
つ

親
の
学
習
会
開
催

お
子
さ
ん
の
育
児
等
に
つ
い
て
、

乳
幼
児
教
育
専
門
の
先
生
3
人
に

よ
る
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
2
月
2
2
日
木
9
時
5
0
分
～

場
所
　
中
央
公
民
館

参
加
対
象
者

乳
幼
児
を
も
つ
親
、
祖
父
母

申
込
期
限
　
2
月
1
6
日
金

指
導
・
助
言
者
　
・
保
育
　
友
定

啓
子
（
山
大
助
教
授
）
・
心
理

中
邑
平
八
郎
（
山
大
教
授
）
　・

医
学
　
青
木
宣
治
（
長
門
総
合

病
院
小
児
科
部
長
）

申
込
み
・
問
合
せ
先

教
委
社
会
教
育
課
　
内
線
2
0
6

中小企業勤労者共済制度をご存知ですか

あなたも中小企業勤労者共済制度に加入しませんか。
中小企業に勤める人はもちろん、奥さんからお子さん

まで加入できます。
死亡・障害・入院・住宅災害等という不測の事態に対

してセットで保障します。
詳しいことは、長門市勤労福祉共済会（商 工観光課商

工係）まで問い合わせください。　　　　内線422
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